
 

 

 

 

 

首都直下地震を想定 代替輸送訓練開催 
 

 

東日本大震災では、日本海側港湾が太平洋側港湾の代替機能を果た

しました。 

北陸地域国際物流戦略チーム（北陸地方整備局、北陸信越運輸局）は、

今後発生が危惧されている、首都直下地震を想定した日本海側港湾へ

の代替輸送訓練（図上訓練）を下記のとおり、さいたま市で開催します。 

今回の訓練は、災害発生後にとるべき行動の判断・実行を机上にて模

擬体験することにより、代替輸送に対する参加企業の経験値や意識の向

上等を目的としております。 
 

記 

 

■首都直下地震に対応した代替輸送訓練（図上訓練） 

日 時： 平成２８年１０月２５日（火） １３：００～１６：４０ 

場 所： 大宮ソニックシティ ホール棟 4Ｆ 国際会議室 

（埼玉県さいたま市大宮区桜木町１－７－５） 

主 催： 北陸地方整備局、北陸信越運輸局 

D‐PAC プロジェクト(特定非営利活動法人危機管理対策機構) 

共 催： 内閣府、一般財団法人 DRI ジャパン、 

一般財団法人危機管理教育&演習センター、 

特定非営利活動法人事業継続推進機構 

後 援： 埼玉県、一般社団法人埼玉県経営者協会、 

公益財団法人埼玉県産業振興公社 

 

【添付資料】 

・会場案内（別紙１） 

・開催案内（別紙２） 
 

 

 

 

 

 

 

【用語の説明】 

北陸地方整備局 

北陸信越運輸局 

記者発表 

配 布 日 時 

平成 28 年 10 月 14 日 

 

同時発表記者クラブ 

新潟県政記者クラブ    富山県政記者クラブ 

新県政記者クラブ      石川県政記者クラブ 

新潟市政記者クラブ    福井県政記者クラブ 

長野市政記者クラブ    東京都庁記者クラブ 

長野県庁会見場          埼玉県政記者クラブ 

専門紙 

【問い合わせ先】 

    国土交通省 北陸地方整備局 港湾空港部 

港湾物流企画室長 田邉 

専門官 山本 

TEL 025-370-6706 

FAX 025-280-8783 



【用語の説明】 

○北陸地域国際物流戦略チーム 

北陸地域の物流に係る課題・施策について、幅広い意見・情報交換を行うととも

に、問題意識を共有し具体的な施策を検討するため、経済団体、物流団体、港湾

関連会社、航空関連会社、学識経験者、諸官公庁等から構成されている組織で、

平成１８年８月に設置。 

 

【参 考】 

工場

倉庫

代替ルート

通常ルート

 
代替輸送のイメージ図 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

昨年度の代替輸送訓練の開催状況 



 別紙１  

 
 

会場案内 

施設名：大宮ソニックシティ ホール棟 4Ｆ 国際会議室 

所在地：埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1-7-5 

ＴＥＬ：048-647-4111 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

交通（電車の場合）；ＪＲ大宮駅下車 徒歩 約３分 

 



⾸都直下地震に対応した 
代替輸送訓練《図上訓練》の開催案内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜タイムスケジュール＞ 

ファシリテーター: 細坪 信二 

13:00～13:30  情報提供・オリエンテーション 1   

13:30～13:50  第一部:ワークショップ 

「代替輸送、物流ルートを変更する際の理想的な方法、連携体制」 

13:50～14:10  オリエンテーション 2   

14:10～16:10  第二部:模擬災害体験演習  (途中休憩含む)   

16:10～16:40  反省会、講評 アンケート実施  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業活動にとって有用な訓練として頂くため 
協力企業にもお声がけを頂きまして、ふるってご参加ください。 

＜訓練の背景と目的＞ 

東日本大震災では、日本海側地域の港湾が東北地域の代替機能を果たしました。 

今後発生が危惧されている首都直下地震などにおいて事業継続を確実なものとするためには、自

らの復旧のみならず、同時被災確率の少ない日本海側に代替生産拠点及び供給先への代替輸送ルー

トを確保し、サプライチェーンを維持する代替戦略が必要です。 

北陸地域国際物流戦略チーム（北陸地方整備局・北陸信越運輸局）は、代替輸送を確実なものと

するため、昨年に引き続き代替輸送訓練を実施します。 

訓練では、供給先への代替輸送ルートの確保等について、物流が途切れた場合にどのような問題

が生じるかなど、災害発生時を模擬体験することにより経験値の向上を促進します。 

 

＜訓練で養う３つの力＞ 

～～ササププラライイチチェェーーンンをを維維持持しし、、国国際際競競争争力力をを維維持持すするるたためめにに～～  

(1) 被害想定に縛られない発想力（柔軟な考えを養う） 

 (2) 被災時の利益を考えた企業の戦略力（発想の転換を養う） 

(3) 情報を待たない判断力（現場の判断力を養う） 

■日 時 ： 平成 28 年 10 月 25 日(火)  13:00～16:40 (12:30 受付開始) 

■場 所 ： 埼玉県さいたま市大宮区桜木町１－７－５ 

大宮ソニックシティ  ホール棟 4Ｆ 国際会議室 

■対 象 ： 企業、研究機関、一般  

■定 員 ： 100 名(事前申し込みが必要。定員 100 名になり次第締め切りさせていただきます。)  

■申し込み方法：FAX 又は E メール（〆切：10 月 18 日（火））  

■参加費 ： 無料  

■主 催 ： 北陸地方整備局、北陸信越運輸局 

D‐PAC プロジェクト(特定非営利活動法人危機管理対策機構) 

■共 催 ： 内閣府、一般財団法人 DRI ジャパン、一般財団法人危機管理教育&演習センター 

特定非営利活動法人事業継続推進機構 

■後 援 ： 埼玉県、一般社団法人埼玉県経営者協会、公益財団法人埼玉県産業振興公社 



 
ご参加を希望される方は、ご記入の上 FAX または E メールでお申し込みください。 

Fax：03-3519-6255  E-mail：hirago@cmpo.org 

 
10 月 25 日(火) 首都直下地震に対応した代替輸送訓練  参加申込書 

 

御社名  

ご住所 〒 

電話番号  FAX 番号  

E メール  

参加者名 

部署・役職名 ご氏名 

部署・役職名 ご氏名 

部署・役職名 ご氏名 

部署・役職名 ご氏名 

部署・役職名 ご氏名 

（問い合わせ：危機管理対策機構事務局 細坪(ほそつぼ)・平吾(ひらご) TEL：03-3519-6270） 
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